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四
月
の
全
体
例
会
は
、
一
部
の
総

会
の
部
で
年
間
の
事
業
報
告
な
ど

が
あ
り
、
二
部
の
講
演
の
部
で
は

「
現
代
語
訳
の
出
版
」
に
因
み
「
久

米
邦
武
の
知
的
背
景
を
探
る
」
を
サ

ブ
・
テ
ー
マ
に
、
佐
賀
大
学
名
誉
教

授
の
杉
谷
昭
先
生
か
ら
「
和
魂
漢
才

か
ら
和
魂
洋
才
へ
」
の
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
。
杉
谷
先
生
は
ご
高
齢
に

も
か
か
わ
ら
ず
青
年
？
の
よ
う
に

若
々
し
く
、
大
テ
ー
マ
を
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
講
じ
ら
れ
会
場
は
し
ばし

ば
笑
声
に
包
ま
れ
た
。
（
例
会
詳
細

は
二
・
三
・
五
頁
、
講
演
詳
細
は
四
・

五
頁
） 

 
 

ま
た
、
続
い
て
催
さ
れ
た
三
部
の

「
出
版
祝
賀
会
」
は
、
四
十
数
名
が

参
加
し
会
場
は
満
杯
の
盛
況
で
、
水

沢
周
氏
の
偉
業
を
讃
え
、
同
時
に
本

会
の
「
企
画
出
版
」
を
祝
っ
て
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。 

「
現
代
語
訳
・
米
欧
回
覧
実
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

反
響
広
が
る 

 

五
月
十
一
日
（
水
）
の
読
売
新
聞

（
夕
刊
）
の
文
化
欄
に
水
沢
周
氏
の

「
『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
現
代
語
訳

を
終
え
て
」
（
五
段
記
事
）
が
掲
載

さ
れ
た
の
を
魁
に
、
十
五
日
（
日
）

に
は
同
紙
の
橋
本
五
郎
編
集
委
員

が
コ
ラ
ム
欄
で
「
米
欧
回
覧
実
記
」

を
取
り
上
げ
、
二
十
二
日
（
日
）
に

は
毎
日
新
聞
が
紹
介
記
事
を
、
さ
ら

に
は
近
々
共
同
通
信
が
水
沢
周
氏

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
全
国
の

地
方
紙
に
配
信
の
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
朝
日
新
聞
や
毎
日
新
聞
の
書
評

欄
、
公
明
新
聞
の
紹
介
記
事
な
ど
の

掲
載
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
反
響

は
大
き
く
廣
が
り
つ
つ
あ
る
。
な

お
、
会
員
か
ら
の
購
入
も
含
め
、
売

れ
行
き
も
着
実
に
伸
張
し
つ
つ
あ

り
、
こ
の
一
石
の
投
ず
る
波
紋
の
さ

ら
な
る
波
及
効
果
に
期
待
し
た
い
。 

五
百
旗
頭
真
教
授
、
講
演
！ 

 

七
月
の
全
体
例
会
は
、
十
六
日

（
土
）
午
後
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
の
十
階
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
、
講
演
の
部
は
歴
史
部

会
の
主
催
で
、
神
戸
大
学
教
授
の
五

百
旗
頭
真
教
授
を
お
招
き
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
先
生
は
日
本
政
治
外

交
史
が
ご
専
門
で
多
く
の
著
書
が

あ
り
現
下
の
政
治
に
つ
い
て
も
し

ば
し
ば
注
目
す
べ
き
発
言
を
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
と
く
に
占
領
時
代

の
日
米
関
係
に
お
詳
し
い
の
で
憲

法
改
正
論
議
と
も
か
ら
め
て
、
そ
の

あ
た
り
の
お
話
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

憲
法
談
義
を
や
ろ
う
！ 

 

六
月
七
日
（
火
）
、
現
未
来
部

会
で
は
、
「
憲
法
談
義
」
を
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
関
心

の
あ
る
方
は
ふ
る
っ
て
参
加
く

だ
さ
い
。
（ 

詳
細
は
八
頁
案
内
） 
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憲
法
改
正
論
議
が
い
よ
い
よ

盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
戦
後
六
十

年
に
し
て
よ
う
や
く
そ
の
段
階

を
迎
え
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

思
え
ば
、
憲
法
論
議
が
こ
こ
ま
で

廣
く
深
く
関
心
を
集
め
る
の
は

明
治
初
年
以
来
か
も
し
れ
な
い
。

岩
倉
使
節
団
首
脳
の
第
一
の
関

心
事
も
憲
法
問
題
だ
っ
た
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
木
戸
と

大
久
保
は
帰
国
早
々
、
憲
法
制
定

の
緊
要
性
を
説
い
た

建
言
書
を
「
正
院
」
に

提
出
し
て
い
る
。
共
に

天
皇
を
戴
く
議
会
制

を
主
張
し
、
漸
進
的
な

近
代
化
を
構
想
し
た
。 

 

中
で
も
最
も
熱
心

だ
っ
た
の
は
木
戸
で

あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に

滞
在
中
ア
メ
リ
カ
憲

法
の
研
究
を
始
め
、
そ

の
際
、
久
米
ら
に
い
わ

れ
て
、
「
五
ヶ
条
の
御

誓
文
」
を
想
起
し
て
い

る
。
そ
れ
は
明
治
新
政

府
の
大
方
針
を
明
ら

か
に
す
る
大
文
章
で

あ
り
、
木
戸
も
そ
の
起
草
に
か
か

わ
っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 
 

あ
ら
た
め
て
五
ヶ
条
を
挙
げ

れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。 

―
廣
ク
会
議
ヲ
興
シ
、
萬
機
公
論 

 

ニ
決
ス
ベ
シ 

―
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
盛
ニ
経 

 

綸
ヲ
行
フ
ベ
シ 

―
官
武
一
途
庶
民
ニ
至
ル
迄
各 

 
其
志
ヲ
遂
ゲ
人
心
ヲ
シ
テ
倦 

 
マ
ザ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
要
ス 

―
旧
来
ノ
陋
習
ヲ
破
リ
、
天
地
ノ 

 

公
道
ニ
基
ク
ベ
シ 

―
知
識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
大
ニ
皇 

 

基
ヲ
振
起
ス
ベ
シ 

  

こ
の
文
案
は
、
は
じ
め
由
利
公

正
（
三
岡
八
郎
）
が
起
草
し
、
福

岡
孝
弟
が
修
正
し
、
最
後
に
木
戸

が
手
を
加
え
て
完
成
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
由
利
は
福
井
藩
士

で
藩
の
政
治
顧
問
と
な
っ
た
横

井
小
楠
の
教
え
を
受
け
て
お
り
、

そ
こ
に
は
儒
教
的
共

和
主
義
の
思
想
が
底

流
し
て
い
る
。
村
松
剛

の
説
で
は
、
原
案
は

「
列
侯
会
議
」
と
な
っ

て
い
た
の
を
「
廣
ク
会

議
ヲ
興
シ
」
と
し
、「
宇

内
ノ
通
義
ニ
従
フ
ベ

シ
」
と
し
て
い
た
の
を

「
天
地
ノ
公
道
ニ
基

ク
ベ
シ
」
と
し
た
の
は

木
戸
だ
と
い
う
。 

 

こ
の
五
ヶ
条
は
「
皇 ・

基
」
の
一
字
を
除
け

ば
、
今
日
の
世
界
ど
こ

に
も
通
じ
る
普
遍
的

な
も
の
で
あ
り
、
平
成

憲
法
を
論
ず
る
場
合
に
も
大
い

に
参
考
に
す
べ
き
も
の
だ
と
思

う
。
と
り
わ
け
「
天
地
ノ
公
道
」

と
い
う
言
葉
に
は
人
倫
は
も
と

よ
り
資
源
や
環
境
問
題
も
含
ま

れ
て
お
り
、
東
洋
的
な
理
想
が
謳

わ
れ
て
い
て
高
邁
で
あ
る
。
い
ま

こ
そ
我
々
は
明
治
創
業
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
先
人
の
知
恵
を
学

び
直
す
必
要
が
あ
る
。 

 

四
月
全
体
例
会
、
杉
谷
先
生
の
講
演 

好
評
！ 

 

「
現
代
語
訳
」
出
版
祝
賀
会
も
大
い
に
盛
り
あ
が
る 

 
 

天地ノ公道ニ基クベシ－新憲法論議  

泉 三郎 

全体例会（学術総合センター） 

 

出版祝賀会

で花束を受

け取る水沢

周氏（右） 

全体例会で

初めて披露

された現代

語訳（左） 
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平
成
十
七
年
度
、
第
一
回
例
会
は

四
月
二
十
三
日
十
三
時
よ
り
一
ツ

橋
の
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
、
中
会
議

室
に
お
い
て
、
会
員
六
十
三
名
の
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
議
事
は
、

ま
ず
、
各
部
会
幹
事
よ
り
十
六
年
度

の
活
動
報
告
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
総

務
部
会
よ
り
、
ビ
デ
オ
研
修
会
、「
岩

倉
使
節
団
と
い
う
冒
険
」
合
評
会
な

ど
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
平
成
十
六
年
度
の
収
支

決
算
書
、
財
産
目
録
の
審
議
に
移

り
、
総
務
部
会
幹
事
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
後
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
詳
細
は
別
添
資
料
の
と
お
り

で
、
ご
欠
席
の
方
々
に
も
改
め
て
確

認
を
頂
き
、
質
問
又
は
意
見
が
あ
れ

ば
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
今
回
の
決
算
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立

後
（
平
成
十
六
年
八
月
二
十
五
日
以

降
）
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」

収
支
（
別
紙
）
と
、
そ
れ
以
前
の
平

成
十
六
年
四
月
一
日
以
降
一
年
分

の
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」
収
支
（
三

頁
）
を
別
掲
し
て
い
る
の
で
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
十
七
年

度
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」

事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
も
併

せ
て
掲
載
（
五
頁
）
し
て
い
る
。
事

業
計
画
お
よ
び
予
算
は
七
月
例
会

に
お
い
て
説
明
、
承
認
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
第
三
十
六
回
全
体
例
会 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
後
初
の

総
会
を
開
催 

平成16年度の活動報告（平成16年4月～平成17年3月） 
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ま
た
第
二
部
（
講
演
会
、
詳
細
は

四
・
五
頁
）
、
第
三
部
（
水
澤
周
氏

の
『
実
記
』
現
代
語
訳
出
版
を
祝
う

有
志
の
会
、
於 

神
保
町 

新
世
界

菜
館
）
も
盛
会
の
う
ち
に
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
た
。 

 

な
お
、
事
業
計
画
と
関
連
し
そ
れ

ぞ
れ
の
部
会
よ
り
十
七
年
度
の
活

動
計
画
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
現
未

来
部
会
は
、
六
月
七
日
に
「
憲
法
問

題
そ
の
一 

総
論
・
天
皇
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
予
定
の
第
一
回
の
後
、
九

月
、
十
二
月
、
三
月
の
四
回
、
部
会

を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
歴
史
部
会

は
第
一
回
を
六
月
二
十
三
日
、
永
富

邦
雄
氏
の
レ
ポ
ー
ト
「
鈴
木
貫
太
郎

内
閣
の
終
戦
処
理
」
で
開
催
。
実
記

を
読
む
会
、
英
訳
実
記
を
読
む
会

（
毎
月
第
三
木
曜
日
）
、
青
年
部
会

（
次
回
は
六
月
十
日
）
も
そ
れ
ぞ
れ

日
程
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
事
務
局
又
は
部
会
幹

事
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
文
責 

山
田 

哲
司
） 

平成16年度・収支報告書及び会計財産目録 

平成16年度 特定非営利活動にかかる事業 会計財産目録 
            平成17年3月31日現在  特定非営利活動法人 米欧亜回覧の会    （単位：円） 

                                     

平成16年度 収支報告 
                平成16年4月～平成17年3月 米欧亜回覧の会        （単位：円） 

                                   

新入会員の紹介（全体例会） 

◎前年度よりの繰越 733,507 ◎例会および部会関連費用 1,426,095

◎会費 2,326,426 案内郵便費 120,000

年会費 713,426 会場費 1,099,795

例会および部会会費 1,613,000 講師お礼・車代 206,300

◎歴史ツアー 2,436,990 ◎歴史ツアー 2,439,643

松前ツアー 2,436,990 松前ツアー 2,439,643

◎賛助金 7,249,300

◎ＮＥＷＳ関連費用 343,050

35～37号印刷代 167,580

◎利息収入 55 送付郵便代 175,470

◎出版費 6,500,000

◎事務局経費 996,124

電話・通信費 319,352

会議費 156,034

事務費 520,738

◎次年度繰越金 1,041,366

12,746,278 12,746,278

収　入 支　出

Ⅰ　資産の部

１　流動資産

現金予金

現金 113,947

普通預金 464,334

郵便貯金 463,085

　流　動　資　産　合　計 1,041,366

２　固定資産

　固　定　資　産　合　計 0

資　　産　　合　　計 1,041,366

Ⅱ　負債の部

１　流動負債

　流　動　負　債　合　計 0

２　固定負債

　固　定　負　債　合　計 0

負　　債　　合　　計 0

正　　味　　財　　産 1,041,366

科 目 金 額
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今
回
の
講
演
は
、
「
現
代
語
訳
・

米
欧
回
覧
実
記
」
の
出
版
に
因
ん

で
、
佐
賀
よ
り
杉
谷
先
生
を
お
招
き

し
、
原
著
者
・
久
米
邦
武
の
知
的
背

景
を
中
心
に
、
日
本
の
外
来
文
化
摂

取
の
歴
史
に
光
を
当
て
て
お
話
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

先
生
は
、
ご
高
齢
（
喜
寿
）
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
二
時
間
た
っ
ぷ
り
終

始
立
ち
姿
で
ご
講
演
を
く
だ
さ
り
、

時
に
巧
み
な
比
喩
や
ユ
ー
モ
ア
を

ま
じ
え
、
参
会
者
を
魅
了
し
て
大
き

な
拍
手
を
浴
び
た
。 

 

講
演
の
要
旨
は
次
の
通
り
。 

「
米
欧
回
覧
実
記
」
と
「和
魂
漢
才
」  

 

「
米
欧
回
覧
実
記
」
に
つ
い
て
い

え
ば
、
こ
れ
は 

私
の
知
る
限
り
、
福

沢
諭
吉
の
「
西
洋
事
情
」
と
並
ん
で

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
卓
越
し
た

西
洋
見
聞
録
で
あ
り
、
漢
語
表
現
と

し
て
は
最
高
の
美
文
で
あ
っ
て
、
的

確
に
西
洋
事
情
を
表
現
し
て
い
る
。

「
実
記
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
芳

賀
徹
東
大
名
誉
教
授
（
京
都
造
形
芸

術
大
学
学
長
）
が
つ
と
に
比
較
文
化

と
い
う
視
点
か
ら
取
り
上
げ
て
、
こ

れ
を
日
本
の
近
代
紀
行
文
学
の
金

字
塔
だ
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
地
理
学
会
で

も
大
変
評
価
さ
れ
て
お
り
、
自
然
地

理
の
権
威
で
あ
る
貝
塚
教
授
も
、
人

文
地
理
の
権
威
で
あ
る
西
川
教
授

も
、
こ
の
「
実
記
」
を
教
材
に
使
っ

て
お
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
の
中

で
も
し
き
り
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
地
理
学

の
書
と
し
て
も
最
高
の
著
作
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
問
題
は
何
故
こ
れ
だ
け
の

も
の
が
久
米
に
書
け
た
の
か
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
探
っ
て
い
く
と
、
結

局
「
和
魂
漢
才
」
と
い
う
言
葉
に
お

ち
つ
く
。
久
米
は
そ
の
「
和
魂
漢
才
」

を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
あ
の
大
記
録
「
実
記
」

を
書
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
意
味
で
ま
ず
、
「
和
魂
漢

才
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
少
し
お
話

し
た
い
。 

  

日
本
が
東
ア
ジ
ア
の
一
隅
に
あ
っ

て
中
国
の
文
化
圏
に
あ
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ

る
。
そ
れ
は
い
い
か
え
れ
ば
漢
字
文

化
圏
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
や
ま

と
こ
と
ば
し
か
知
ら
な
か
っ
た
日

本
人
が
漢
字
を
摂
取
し
て
、
そ
れ
を

自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
過
程
に

は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
工
夫
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
点
で
、
日
本
人
が
画
期
的

だ
っ
た
の
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
発
明
で

あ
る
。
こ
の
五
十
音
の
音
標
文
字
の

採
用
に
よ
っ
て
、
日
本
人
は
や
ま
と

ご
ご
ろ
や
や
ま
と
こ
と
ば
を
漢
字

で
表
現
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
は
平
仮
名
を
発
明

し
て
併
用
し
、
漢
語
を
使
う
場
合
は

返
り
点
を
う
っ
て
の
読
み
下
し
文

に
し
た
り
、
ル
ビ
を
附
っ
て
読
み
や

す
く
し
た
り
の
工
夫
を
し
た
。 

 

そ
こ
に
は
先
人
の
長
い
長
い
苦

闘
の
歴
史
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ

れ
は
、
漢
字
で
は
五
〇
〇
〇
〇
字
を

費
や
さ
ね
ば
表
現
で
き
な
い
も
の

を
、
日
本
は
五
十
音
の
音
標
文
字
に

簡
略
化
し
、
漢
字
と
の
組
み
合
わ
せ

で
表
現
す
る
方
法
を
開
発
し
た
。
こ

れ
は
ま
こ
と
に
見
事
な
発
明
で
あ

り
、
「
和
魂
漢
才
」
の
最
た
る
好
例

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

漢
才
か
ら
洋
才
へ
、
蘭
学
事
始
め 

 

江
戸
時
代
に
な
っ
て
オ
ラ
ン
ダ

と
の
交
渉
が
始
ま
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

語
と
の
つ
き
合
い
が
始
ま
る
。
そ
の

最
初
の
苦
闘
が
杉
田
玄
白
ら
の
「
解

体
新
書
」
の
翻
訳
で
あ
り
、
そ
の
事

情
は
「
蘭
学
事
始
め
」
に
詳
し
い
。

そ
れ
は
ま
さ
に
「
洋
才
」
を
い
か
に

取
り
入
れ
る
か
の
最
初
の
試
み

だ
っ
た
。
そ
し
て
幕
末
に
な
る
と
日

本
人
は
素
早
く
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら

英
語
へ
と
方
向
転
換
す
る
。
そ
の
見

事
な
変
身
ぶ
り
は
、
福
沢
諭
吉
の
例

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
幕
末
の
遣

米
欧
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
の
場
合

も
、
渡
航
以
前
に
は
日
誌
に
オ
ラ
ン

ダ
語
を
使
っ
て
い
た
の
が
、
帰
港
時

に
は
も
う
英
語
を
使
っ
て
い
る
、
こ

れ
も
そ
の
間
の
事
情
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。
イ
ロ
ハ
五
十
音
と
数

多
の
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成

さ
れ
て
い
る
日
本
語
が
、
た
っ
た
二

十
六
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で

表
現
で
き
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ

た
。
英
語
を
理
解
す
る
こ
と
は
焦
眉

の
急
と
な
り
、
各
藩
で
英
語
の
学
習

が
始
ま
っ
た
。 

 

久
米
邦
武
の
知
的
背
景 

  

さ
て
、
久
米
は
そ
う
し
た
日
本
の

文
化
的
伝
統
、
知
的
遺
産
の
上
に
生

れ
て
く
る
の
だ
が
、
現
実
に
ま
ず
影

響
を
受
け
た
の
は
、
父
親
の
久
米
邦

郷
で
あ
る
。
邦
郷
は
、
藩
主
鍋
島
直

正
公
の
お
側
頭
、
つ
ま
り
秘
書
官
長

的
役
職
に
あ
り
、
ま
た
大
蔵
官
僚
と

し
も
外
務
官
僚
と
し
て
も
行
政
官

と
し
て
も
能
吏
で
あ
っ
た
。
邦
郷
は

息
子
の
教
育
に
熱
心
で
幼
少
時
よ

り
い
ろ
い
ろ
の
書
物
を
与
え
た
し
、

当
時
の
百
科
事
典
的
書
物
「
和
漢
三

才
図
絵
」
も
与
え
た
。
邦
武
は
そ
れ

に
熱
中
し
た
り
、
友
人
の
と
こ
ろ
で

蘭
書
の
和
訳
本
に
も
接
し
て
い
る
。

ま
た
、
邦
郷
は
同
僚
下
僚
を
集
め
て

自
宅
で
仕
事
の
話
を
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
邦
武
は
自
ず
か
ら
政
治
や

行
政
に
つ
い
て
耳
学
問
を
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
藩
校
弘
道
館
で
は
、
古
賀

謹
一
郎
ら
に
学
ん
だ
。
謹
一
郎
の
祖

父
古
賀
精
理
は
、
儒
者
と
し
て
「
寛

政
の
三
博
士
」
に
挙
げ
ら
れ
た
ほ
ど

の
人
物
で
あ
り
、
そ
の
長
男
古
賀
穀

堂
は
、
藩
校
で
教
え
、
直
正
の
藩
政

改
革
を
助
け
た
政
治
顧
問
で
も

あ
っ
た
。 

穀
堂
は
「
藩
政
管
見
」
と

い
う
意
見
書
に
お
い
て
、
当
時
の
学

問
状
況
を
「
い
ま
を
知
ら
ず
、
日
本

を
し
ら
ず
、
唐
の
こ
と
の
み
知
り
、

古
の
こ
と
の
み
を
し
る
は
愚
か
な

り
」
と
痛
罵
し
、
今
と
世
界
の
こ
と

を
知
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
蘭
学

を
し
き
り
に
す
す
め
た
。
こ
う
し
た

先
進
的
で
開
明
的
な
師
が
い
た
こ

と
が
久
米
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
れ
か
ら
、
邦
武
は
、
当
代
随
一

と
い
わ
れ
た
名
君
、
開
明
君
主
で
あ

る
鍋
島
直
正
（
閑
叟
）
に
仕
え
た
こ

と
が
大
き
い
。
久
米
は
二
十
六
歳
の

と
き
、
直
正
の
近
侍
つ
ま
り
秘
書
的

調
査
役
に
な
る
が
、
そ
こ
で
実
地
に

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。 

  

直
正
は
幕
府
や
有
力
大
名
と
姻
戚

関
係
が
広
く
、
将
軍
の
娘
を
妻
に

  

和
魂
漢
才
か
ら
和
魂
洋
才
へ 

 
    

―
久
米
邦
武
の
知
的
背
景
を
中
心
に 

 
 
 
 
 
 

佐
賀
大
学
名
誉
教
授                       

 
 
 

 
 
 
 
 
 

佐
賀
城
本
丸
博
物
館
館
長    

杉
谷
昭
先
生         

 
 

 

４月例会講演 

杉谷昭先生の講演 

米欧回覧当時の久米邦武 
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 娶
っ
て
い
た
り
、
宇
和
島
の
伊
達
と

も
従
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
り
、
薩
摩

の
斉
彬
や
福
井
の
春
嶽
と
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
最
新
の
情
報

が
入
り
や
す
く
、
幕
末
に
派
遣
さ
れ

た
新
見
使
節
団
に
は
佐
賀
か
ら
七

十
七
名
中
八
名
も
が
参
加
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
新
見
使
節
に
随
行

し
た
藩
士
か
ら
直
に
報
告
を
受
け

て
い
る
し
、
仙
台
藩
か
ら
の
派
遣
で

貴
重
な
記
録
を
残
し
た
玉
虫
大
夫

の
航
米
日
誌
も
佐
賀
に
き
て
い
た
。

む
ろ
ん
福
沢
の
「
西
洋
事
情
」
も
み

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
西
洋
に
対

す
る
予
備
知
識
は
か
な
り
は
い
っ

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

  

こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
知
的
環
境
に

あ
っ
た
こ
と
は
邦
武
に
と
っ
て
大

き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
情

報
面
で
も
最
先
進
藩
だ
っ
た
佐
賀

に
生
ま
れ
育
ち
、
し
か
も
そ
の
情
報

中
枢
に
近
い
と
こ
ろ
に
近
侍
し
て

い
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。 

要
約
す
れ
ば
、
「
和
魂
漢
才
」
か

ら
「
和
魂
洋
才
」
へ
、
日
本
人
の
外

来
文
化
摂
取
の
歴
史
的
遺
産
が

あ
っ
た
上
に
、
さ
ら
に
佐
賀
藩
の
先

進
的
な
環
境
が
、
久
米
の
知
的
教
養

の
背
後
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い

と
思
う
、
そ
れ
ら
が
「
米
欧
回
覧
実

記
」
を
書
か
せ
た
主
た
る
要
因
で
は

な
か
っ
た
の
か
。 

尚
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
、

佐
賀
藩
士
の
気
質
に
つ
い
て
、
過
激

な
と
こ
ろ
や
協
調
性
の
な
い
点
な

ど
、
辛
口
の
発
言
も
あ
っ
て
興
味
深

か
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責 

泉
三
郎
） 

平成17年度  事 業 計 画 書 

平成17年4月1日から平成18年3月31日まで    特定非営利活動法人 米欧亜回覧の会 

１ 事業実施の方針 

    平成1７年度は事業の中心を講演会、セミナーの会、歴史ツアーの三本柱とする。 

２ 事業の実施に関する事項 

  （１）特定非営利活動に係る事業 

 

注）左記の他平

成１６年度に引

続き「米欧回覧

実記」現代語訳

企画・制作支援

活動を行う他、

ＤＶＤ「岩倉使

節の米欧回覧」

制作事業（総予

算7,500千円）を

企画中である。 

平成17年度 特定非営利活動にかかる事業 会計収支予算書 
       平成17年4月1日から平成18年3月31日まで  特定非営利活動法人 米欧亜回覧の会 （単位：円）                                          

平成17年度の事業計画および予算書 

Ⅰ　収入の部
１　会費・入会金収入

入会金収入 100,000
会費収入 750,000 850,000

２　事業収入
講演会事業収入 1,430,000
セミナーの会事業収入 300,000
歴史ツアーの会事業収入 1,500,000 3,230,000

３　寄付金収入
助成金 3,000,000
賛助金 4,500,000 7,500,000

当期収入合計（Ａ） 11,580,000
収 入 合 計 （Ａ） 11,580,000

Ⅱ　支出の部
１　事業費

講演会事業費 1,300,000
セミナーの会事業費 250,000
歴史ツアー事業費 1,500,000 3,050,000

２　ニュース（会報）関連費
印刷費 200,000
郵送費 128,000 328,000

３　ＤＶＤ（岩倉使節の米欧回覧）制作費 7,500,000 7,500,000
４　事務費

電話通信費 250,000
会議費 100,000
事務費 300,000 650,000

当期支出合計（Ｂ） 11,528,000
当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） 52,000

前期繰越収支差額（Ｃ） 1,041,366

次期繰越収支差額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 1,093,366

科 目 金 額

事業名 事業内容 実施予定日時 実施予定場所
従事者の
予定人数

受益対象者
の範囲及び
予定人数

支出
見込み額
（千円）

講演会 日本プレスセンター 各回8名
一般市民
講演会70名
交流会100名

６００
７００

4月、7月、10月
1月

講演会年３回
交流・交歓会年１回

セミナーの会 学術総合センター他 各回3名
一般市民
各回25名 ２５０

4月、6月、7月
9月、10月、12月
1月、2月

研究及び啓発活動
セミナー年８回

歴史ツアー
山口県
下関市、萩市、山口市

3名
一般市民
20名 １５００

4月長州歴史ツアー

会報（ニュース）発行 ー 3名
一般市民
各号800部 ３２８

季刊（年４回）
会の活動に関する
会報の発行による研究、啓発活動

事業名 事業内容 実施予定日時 実施予定場所
従事者の
予定人数

受益対象者
の範囲及び
予定人数

支出
見込み額
（千円）

講演会 日本プレスセンター 各回8名
一般市民
講演会70名
交流会100名

６００
７００

4月、7月、10月
1月

講演会年３回
交流・交歓会年１回

セミナーの会 学術総合センター他 各回3名
一般市民
各回25名 ２５０

4月、6月、7月
9月、10月、12月
1月、2月

研究及び啓発活動
セミナー年８回

歴史ツアー
山口県
下関市、萩市、山口市

3名
一般市民
20名 １５００

4月長州歴史ツアー

会報（ニュース）発行 ー 3名
一般市民
各号800部 ３２８

季刊（年４回）
会の活動に関する
会報の発行による研究、啓発活動
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■
四
月
例
会 

 

四

月

か

ら

は
、
西

井

易

穂

氏
の
司
会
進
行

で
運
営
し
て
い

る
。
ま

ず

イ

ギ

リ

ス
・
ニ

ュ

ー

カ
ッ
ス
ル
の
炭

鉱
見
学
の
部
分

を
小
野
氏
が
朗

読

し

て
、
当

時

の
日
本
の
石
炭

産
業
と
の
若
干

の
比
較
を
試
み
た
。
次
い
で
、

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
工
場
の
見
学

（
第
三
十
三
巻
・
二
五
九
頁
）
に

絡
め
て
、
鉄
鋼
技
術
に
憧
憬
の
深

い
室
賀
氏
に
講
義
を
お
願
い
し

た
。
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
氏
の
人

柄
や
日
本
の
叙
勲
を
受
け
た
こ

と
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
氏
と
の
技
術
論

争
、
ク
ル
ッ
プ
砲
と
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
砲
と
の
比
較
や
歴
史
的
意

義
な
ど
。
更
に
カ
メ
ロ
会
社
の
鋼

銕
材
製
造
場
（
同
三
〇
〇
頁
）
、

ベ
シ
マ
法
熟
銕
煉
法
並
ニ
図
（
同

三
〇
二
頁
）
、
生
鉄
熟
銕
鋼
銕
ノ

弁
（
同
三
〇
四
頁
）
、
同
輪
軸
冶

成
場
（
同
三
〇
八
頁
）
、
ウ
イ
ッ

ツ
カ
ー
ス
ル
社
の
鋼
銕
材
製
造
場

（
同
三
一
六
頁
―
日
本
は
こ
こ
へ

海
軍
実
習
生
が
派
遣
さ
れ
、
会
員

正
木
氏
の
祖
父
も
そ
の
中
に
お
ら

れ
た
。
三
笠
・
金
剛
の
軍
艦
も
こ

こ
で
建
造
）
の
解
説
の
あ
と
、
明

治
時
代
に
使
用
さ
れ
た
国
産
野

砲
、
ガ
ッ
ト
リ
ン
グ
・
ガ
ン
（
連

発
、
機
関
銃
の
へ
夢
）
と
そ
の
歴

史
的
考
察
。
更
に
は
製
鉄
業
界
に

お
け
る
、
高
炉
（
猛
風
炉
）
の
発

達
、
転
炉
（
鼓
風
鑵
）
製
鋼
法
の

発
達
、
銑
鉄
（
生
鉄
）
、
鋼
（
熟

鉄
、
鋼
鉄
）
な
ど
の
使
い
分
け
と

久
米
邦
武
の
表
記
（
カ
ッ
コ
内
）

の
区
別
に
関
す
る
考
察
が
な
さ
れ

た
。 

■
五
月
例
会 

 

川
島
静
子
氏
の
朗
読
の
あ
と
、

『
石
炭
、
昨
日
・
今
日
・
明
日
』

の
著
作
を
も
つ
こ
の
道
の
権
威
で

あ
る
水
沢
周
氏
に
よ
る
『
石
炭
の

話
』
を
聴
い
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

定
義
か
ら
始
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
全
体
の
現
状
、
そ
も
そ
も
石
炭

と
は
何
か
。
そ
の
分
類
法
や
産
業

革
命
の
中
で
石
炭
の
果
た
し
た
役

割
。
石
炭
産
業
が
抱
え
る
労
働
問

題
、
環
境
問
題
、
産
業
災
害
な
ど

へ
の
論
述
。
日
本
に
お
け
る
石
炭

生
産
と
利
用
の
特
質
と
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
、
石
炭
の
可

能
性
と
そ
の
展
望
ま
で
述
べ
た
。

石
炭
は
ガ
ス
・
石
油
よ
り
は
る
か

に
ア
ナ
ロ
グ
的
で
あ
り
、
石
炭
新

技
術
は
そ
の
ア
ナ
ロ
グ
的
の
も
の

を
、
い
か
に
デ
ジ
タ
ル
的
に
使
い

こ
な
す
か
に
あ
る
と
い
う
指
摘

や
、
ペ
ル
ー
に
よ
る
開
国
も
も
と

は
と
言
え
ば
、
船
の
燃
料
と
し
て

の
石
炭
の
補
給
基
地
が
欲
し
か
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
久
米
が
「
炭
鉄

の
重
要
性
」
を
よ
く
指
摘
し
な
が

ら
、
鉄
に
つ
い
て
は
比
較
的
手
厚

い
が
、
石
炭
に
関
す
る
記
述
が
以

外
に
少
な
い
こ
と
に
疑
問
を
呈
し

た
。 

 
 
 

（
文
）
小
野
博
正 

 

■
四
月
例
会 

 

四
月
二
十
一

日
、
十

名

が

参

加
。 

 

永
島
氏
が
ア

メ
リ
カ
編
最
終

章
を
朗
読
・
報
告

し
、
一
昨
年
の
一

月

以

来

二

年

四
ヶ
月
を
要
し

て
第
一
巻
ア
メ

リ
カ
編
を
通
読
。

い
よ
い
よ
第
二
巻
イ
ギ
リ
ス
編
に

進
み
、
英
国
の
主
要
産
業
た
る
鉄
、

石
炭
、
紡
績
業
等
を
詳
述
し
た
部
分

で
結
構
苦
労
し
た
。
特
に
、
鉄
鋼
の

価
格
と
生
産
量
の
関
係
を
論
じ
た

部
分
は
、
経
済
学
に
詳
し
い
は
ず
の

人
達
に
も
容
易
に
は
理
解
で
き
な

か
っ
た
。 

■
五
月
例
会 

 

五
月
十
九
日
、
参
加
者
は
七
名
。 

 

第
二
巻
イ
ギ
リ
ス
編C

h
.2

1
A

 

G
e
n

e
ra

l
 

S
u

ru
v
e
y

 
O

f
 

T
h

e
 

 

当
会
の
長
州
歴
史
ツ
ア
ー
は
三

日
間
と
も
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
当

会
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
内
容

の
旅
行
と
な
っ
た
。 

 

第
一
日
、
下
関
で
は
、
長
府
出
身

の
林
章
氏
（
会
員
）
が
現
地
案
内
を

買
っ
て
出
、
周
到
な
資
料
も
準
備

し
て
歴
史
的
な
場
所
を
案
内
し
て

下
さ
っ
た
。
そ
れ
は
、
春
帆
楼
、
壇

ノ
浦
、
四
国
艦
隊
と
の
砲
台
跡
、
火

の
山
展
望
台
、
高
杉
奇
兵
隊
挙
兵

の
地
、
国
宝
の
功
山
寺
、
長
府
の
街

並
み
な
ど
で
、
そ
の
場
所
で
聞
く

林
氏
の
解
説
は
独
特
の
「
林
節
」
で

も
あ
り
、
一
行
は
す
っ
か
り
聞
き

惚
れ
て
、
下
関
が
戦
略
上
、
海
運
貿

易
上
、
い
か
に
重
要
か
を
も
よ
く

理
解
で
き
た
。 

 

萩
で
は
名
料
亭
「
常
茂
恵
」
で
野

村
市
長
も
加
わ
っ
て
の
会
食
が
あ

り
、
そ
の
時
の
話
か
ら
急
遽
、
明

朝
、
歴
史
あ
る
明
倫
館
小
学
校
（
市

立
）
を
参
観
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
学
校
で
は
全
校
生
徒
が
授
業

の
始
ま
る
前
に
吉
田
松
陰
の
言
葉

を
毎
朝
朗
唱
し
て
い
る
と
い
う
の

だ
。
翌
朝
、
有
志
十
数
名
が
参
観
に

赴
い
た
が
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
感

動
的
な
ひ
と
と
き
で
生
涯
の
思
い

出
に
残
る
も
の
と
な
っ
た
。 

 

萩
市
の
案
内
は
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
松
下
村
塾
、
博
文
旧
別
邸
、
木

戸
旧
宅
な
ど
を
訪
ね
、
最
後
に
博

物
館
と
旧
城
祉
を
訪
ね
た
。
萩
は

や
は
り
僻
地
の
狭
い
土
地
で
あ

り
、
防
長
二
国
に
押
し
込
め
ら
れ
、

萩
に
居
城
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
毛

利
藩
主
と
藩
士
た
ち
の
徳
川
へ
の

怨
念
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。 

 

 

山
口
で
は
、
サ
ビ
エ
ル
創
建
の

聖
堂
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
の
旧

県
庁
、
井
上
馨
の
旧
宅
、
七
郷
の
隠

棲
地
、
実
に
美
し
い
瑠
璃
光
寺
の

五
重
塔
（
国
宝
）
、
雪
舟
の
庭
、
そ

し
て
、
夕
食
時
の
ホ
テ
ル
で
は
郷

土
史
家
の
樹
下
先
生
の
お
話
を
聞

い
た
。
そ
れ
は
短
い
時
間
の
う
ち

に
、
長
州
の
歴
史
・
地
理
、
山
口
が

何
故
首
府
た
り
得
た
の
か
、
小
京

都
た
り
え
た
の
か
、
何
故
こ
こ
に

国
宝
や
サ
ビ
エ
ル
の
寺
が
あ
る
の

か
、
を
理
解
す
る
に
充
分
の
内
容

だ
っ
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
現

地
を
歩
き
地
勢
や
風
土
を
知
り
歴

史
を
辿
る
こ
と
で
、
戦
国
大
名
大

内
氏
の
盛
時
に
思
い
を
馳
せ
、
山

口
の
歴
史
的
位
置
を
再
認
識
し
た

実記を読む会報告

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

実記を読む会報告

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

明倫館小学校を参観（4月14日） 

長
州
歴
史
ツ
ア
ー
報
告 

英訳実記を読む会報告

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

英訳実記を読む会報告

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

アームストロング氏の鉄鋼工場 

（絵図で蘇える「堂々たる日本人」） 
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C
o
u

n
try

 
O

f 
B

rita
in

部
分
を
岩

崎
、
井
出
、
新
倉
の
三
人
が
報
告
し

た
。
我
々
の
翻
訳
に
怪
し
い
と
こ
ろ

が
相
変
わ
ら
ず
少
な
く
な
い
が
、
今

回
は
出
た
ば
か
り
の
水
澤
周
氏
の

現
代
語
訳
も
利
用
し
、
「
実
記
探
偵

団
」
は
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
る
気

配
。 

 

井
出
氏
が
英
国
の
貿
易
構
造
や

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
移
等
に
つ
い
て

の
詳
細
な
リ
サ
ー
チ
を
披
露
し
た
。

と
り
わ
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
が
、

か
っ
て
の
豪
州
、
米
州
依
存
体
質
か

ら
、
近
年
は
様
変
わ
り
に
欧
州
依
存

に
変
化
し
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
必
然
だ
っ

た
こ
と
や
、
紀
元
一
０
０
０
年
当
時

は
イ
ン
ド
・
中
国
を
中
心
と
す
る
ア

ジ
ア
が
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
七
割
も
占

め
て
い
た
こ
と
を
中
心
に
、
歴
史
の

う
ね
り
を
判
り
や
す
く
解
説
し
、
実

記
を
読
む
面
白
さ
が
倍
増
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
）
岩
崎 

洋
三 

 
 

 

記
念
す
べ

き

「
第
一
回
小
セ
ミ

ナ

ー
」
に

続

き

「
第
一
回
『
米
欧

回
覧
実
記
』
の
現

代
語
訳
を
読

む

会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
シ
ニ
ア
会
員

（
？
）
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
も

多

く
、
両
会
と
も
大

盛
会
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
。 

■
第
一
回 

小
セ
ミ
ナ
ー 

 

既
報
の
通
り
、
泉
三
郎
氏
に

「
岩
倉
使
節
団
の
人
選
―
大
使
副

使
は
じ
め
団
員
は
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
選
ば
れ
た
か
」
と
い
う
演
題

で
講
演
い
た
だ
い
た
。
使
節
団
派

遣
決
定
の
背
景
、
団
員
の
人
選
、

使
節
団
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、

短
い
時
間
な
が
ら
非
常
に
興
味
深

い
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
参

加
者
一
同
、
団
員
各
人
の
目
的
意

識
や
使
命
感
に
つ
い
て
感
銘
を
受

け
、
今
後
追
求
し
た
い
テ
ー
マ
も

多
く
出
さ
れ
た
。 

■
第
一
回
『米
欧
回
覧
実
記
』の
現 

代
語
訳
を
読
む
会 

 

『
米
欧
回
覧
実
記
』
の
内
容
を

知
り
、
米
欧
亜
回
覧
の
会
の
諸
活

動
に
参
加
す
る
た
め
の
予
備
知
識

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
本
会

の
第
一
回
は
、
現
代
語
訳
を
執
筆

さ
れ
た
水
澤
周
先
生
も
参
加
下
さ

り
、
五
月
十
三
日
（
金
）
二
十
時

よ
り
恵
比
寿
の
備
屋
珈
琲
店
に
て

行
わ
れ
た
。
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
記 

上
・
下
」
を
参
加
者
全

員
で
講
読
、
適
宜
該
当
箇
所
の
原

文
の
音
読
も
行
い
、
ま
た
、
歴
史

的
な
背
景
や
言
葉
の
意
味
な
ど
に

つ
い
て
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
方
々

に
解
説
を
お
願
い
し
た
。
小
セ
ミ

ナ
ー
で
の
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る
議

論
も
な
さ
れ
、
ま
た
た
く
間
の
二

時
間
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
）
岡
松 

暁
子 

■
例
会
報
告 

 

会
場
の
都
合

で
日
程
変
更
し

た
四
月
二
十
八

日
、
十
二
名
が
参

加
し
て
開
催
。 

 

山
崎
氏
よ
り

前
回
著
書
を
紹

介
し
た
兵
庫
県

立
大
学
の
滝
井

氏
が
七
月
に
は

見
え
る
こ
と
、
実

記
の
現
代
語
訳

が
出
来
た
こ
と
な
ど
連
絡
事
項
が

あ
っ
た
。 

 

九
十
九
頁
よ
り
輪
読
。
大
陸
横

断
鉄
道
の
完
成
は
一
行
の
通
る
僅

か
三
年
前
、
そ
れ
ま
で
パ
ナ
マ
経

由
の
海
上
輸
送
が
利
用
さ
れ
た
。

三
十
年
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
け
れ

ど
、
社
会
の
変
化
は
随
分
大
き
い
。

桑
港
は
商
品
が
外
部
よ
り
の
到
来

が
多
い
事
が
特
徴
で
あ
る
。
桑
港

に
と
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
も

横
浜
、
長
崎
、
上
海
、
香
港
が
重
要

で
我
々
は
反
省
す
べ
き
だ
と
『
実

記
』
は
言
う
。
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
州
は

六
十
四
万
平
方
キ
ロ
で
日
本
全
土

よ
り
は
る
か
に
広
大
で
あ
る
。
米

国
領
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
読

む
。
買
収
は
良
策
と
の
声
が
あ
っ

た
。 

 

松
田
裕
之
氏
か
ら
甲
子
園
大
学

紀
要
に
書
か
れ
た
《
明
治
維
新
と

ニ
ュ
ー
メ
ヂ
ア｢

米
欧
回
覧
実
記｣

に
み
る
黎
明
》
に
つ
い
て
紹
介
と

説
明
が
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
）
北
村
彰
一 

関西支部報告

連絡　北村 彰一

shou1@f7.dion.ne.jp

関西支部報告

連絡　北村 彰一

shou1@f7.dion.ne.jp

の
だ
。 

 
そ
れ
か
ら
光
市
に
あ
る
伊
藤
博

文
記
念
館
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
は

日
本
最
初
の
総
理
大
臣
が
出
た
土

地
と
し
て
そ
れ
を
顕
彰
し
よ
う
と

の
意
気
込
み
に
燃
え
て
お
り
、
旧

宅
と
と
も
に
立
派
な
別
邸
（
記
念

館
）
と
博
物
館
が
あ
り
、
曾
孫
に
あ

た
る
伊
藤
博
雅
氏
も
同
行
さ
れ
た

た
め
、
末
岡
市
長
を
は
じ
め
関
係

者
が
出
迎
え
、
多
勢
の
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
も
あ
っ
て
賑
や
か
な
視
察

風
景
と
な
っ
た
。 

 

今
回
の
歴
史
ツ
ア
ー
は
、
ま
さ

に
「
日
本
列
島
回
覧
の
旅
」
の
一
齣

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
地
で
は
各

市
長
さ
ん
を
は
じ
め
ガ
イ
ド
の

方
々
、
功
山
寺
の
和
尚
さ
ん
、
各
館

長
さ
ん
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
親
切
に

ご
案
内
い
た
だ
き
感
謝
に
た
え
な

い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
幹

事
役
の
永
富
邦
雄
氏
の
肝
煎
り
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
綿
密
周

到
な
準
備
と
行
き
届
い
た
配
慮
の

お
陰
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
こ
こ

ろ
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。 

 

な
お
、
こ
の
長
州
旅
行
の
見

聞
は
参
加
し
た
も
の
だ
け
の
専瑠璃光寺（4月15日） 

有
に
し
て
お
く
の
に
は
も
っ
た
い

な
い
の
で
、
昨
年
の
北
海
道
（
道

南
）
旅
行
に
倣
っ
て
記
念
文
集
を

つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

今
年
の
海
外
旅
行
計
画
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、

ス
イ
ス
を
中
心
に
検
討
中
で
あ
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
の

た
び
左
記
計
画
に
よ
り
具
体
的
な

詳
細
日
程
調
整
に
入
っ
た
。 

予
算
削
減
の
た
め
、
旅
程
全
体
を

バ
ス
ツ
ア
ー
と
し
、
宿
泊
地
は
郊
外

の
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
な
レ
ベ
ル
の
宿

と
す
る
案
な
ど
も
検
討
し
た
い
。 

○
期
間 

 

九
月
十
日
、
日
本
発
、 

 

九
月
十
九
日
帰
国
、
八
泊
十
日 

○
主
な
訪
問
地 

 

ウ
イ
ー
ン
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
、 

 

ル
ツ
エ
ル
ン
、
ベ
ル
ン
、
ジ
ュ 

 

ネ
ー
ブ 

○
概
算
費
用 

 

四
十
万
円
前
後
の
見
込
み 

 

尚
、
参
加
希
望
者
は
数
を
予
め

知
り
た
い
の
で
、
仮
申
し
込
み
の

形
で
事
務
局
ま
で
知
ら
せ
て
下
さ

い
。 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ス
イ
ス 

 
 

 
 

歴
史
ツ
ア
ー
に
つ
い
て 

ウィーン「ブラー

テ ル」苑（『実

記』） 

青年部会（仮称）報告

連絡　山本 陽子

mase@yhb.att.ne.jp

青年部会（仮称）報告

連絡　山本 陽子

mase@yhb.att.ne.jp

現代語訳の 

パンフレット 
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編
集
後
記 

◇

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
後
初
の
総
会

と
な
る
四
月
例
会
の
記
事
を
掲

載
す
る
今
号
を
、
前
号
か
ら
二
ヶ

月
後
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
常
態
化
し
て

い
た
発
行
日
の
遅
れ
を
挽
回
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
再
び
遅

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

◇
前
号
（
三
十
八
号
）
は
、
編
集

が
年
度
末
の
慌
し
い
時
期
に
重

な
っ
た
と
は
い
え
、
複
数
の
重
大

な
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
一
頁
か

ら
四
月
例
会
で
講
師
に
お
招
き

し
た
杉
谷
先
生
の
大
学
名
を
取

り
違
え
、
期
待
の
青
年
部
会
・
第

二
回
小
セ
ミ
ナ
ー
の
日
付
（
八

頁
）
や
世
話
人
の
岡
松
さ
ん
の
名

前
を
誤
記
（
四
頁
）
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
後
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
旧
来
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
小
委

員
会
を
開
催
し
、
改
編
・
改
良
に

着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

◇
事
務
局
体
制
強
化
の
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
る
間
に
、
着
々
と

準
備
が
整
え
ら
れ
て
い
た
『
実

記
』
現
代
語
訳
の
刊
行
が
実
現
し

ま
し
た
。
多
く
の
会
員
や
一
般
の

方
が
申
し
込
ま
れ
、
早
く
も
英
訳

実
記
を
読
む
会
や
青
年
部
会
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
に
す
る

と
五
巻
セ
ッ
ト
の
重
量
以
上
の

重
み
を
感
じ
ま
す
。 

（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

・・・・ホームページのご案内・・・・・ 

 ◇米欧回覧ニュース第１号からの 

  バックナンバー など 

 ＊皆様のご意見をお聞かせ下さい 

 http://www.iwakura-mission.jp 

＜催し案内＞ 

2005年6月～７月の予定です 

☆第37回全体例会 

  日 時：７月16日（土）13:30～17:00       

  場 所：プレスセンターホール（内幸町） 

  内 容：一部；例会 13:30～14:45  

         二部；講演 15:00～17:00 

          五百旗頭真先生（神戸大学教授） 

  会 費：3000円（一部、二部）  

☆実記を読む会 

  日 時：６月９日（木）、７月７日（木） 

  場 所：南青山クラウンインターチェンジ内サロ

ン 

         電話 03－5469－2090 

☆英訳実記を読む会 

  日 時：6月16日（木）18：30～21：00 

  場 所：財）統計研究会会議室 

     港区新橋1-18-16 日本生命ビル７階 

      電話  03－3591－8496 

    世話人 岩崎洋三 zaa96087@oak.zero.ad.jp 

☆現未来部会 

  日 時：6月7日（火）18：30～21：00 

  場 所：ジェトロ5階会議室（港区赤坂1-12-32） 

     電話 03－3582－5376（秘書室） 

  テーマ：憲法問題を考える 

  会 費：1000円 

☆歴史部会 

  日 時：6月23日（木）18：30～21：00 

  場 所：日本工業倶楽部会議室（丸の内） 

  テーマ：鈴木貫太郎内閣の終戦処理（永富邦雄氏） 

  会 費：1500円 

☆青年部会 第2回小セミナー 

  日 時：6月10日（金）20：00～22：00 

  講   演：石川直義氏「木戸孝允と長州の人間教育」 

  場 所：備屋珈琲店 貴賓室WEST（予定） 

     ＪＲ恵比寿東口駅前 電話 03－5488－1651 

      世話人 山本陽子 mase@yhb.att.ne.jp 

☆関西支部例会 

 日 時：7月28日（木）  

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この大いなる旅と「実記」はまさに「温故知

新」の宝庫と言えましょう。 

この素材を媒体にして歴史をふりかえり現

代の直面する諸問題についても自由に語

りあおうという会です。 

会 員    上の趣旨に賛同する人なら誰でも入会できま
す。 

例 会   年に４回くらい全体例会をもちます。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来、総務部
会等があり、映像サロン・勉強会・旅行会・研

究会・シンポジウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回程度機関紙を発行し活動報告や会
員の意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、
会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、学生、仮入会希望者には準会

員（年会費3，000円）の特典もあります。 

事務局   「イズミ・オフィス」に置きます。 

〒192-0063 八王子市元横山町1-14-16 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:0426-46-3310  

FAX:0426-45-8700 

入会申込 

 入会申込書は事務局にあります。新規入会に際しては

入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払は郵便振込が便利です。 

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 


